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各務原大橋上部工の施工
移動架設桁を用いた張出し架設

栃　木　謙　一

֤務原大橋は，֤務原市上戸町と川島小町を݁ぶಹ加小ઢのうち，一ڃՏ川ી川を渡る橋長
594 m の PC10 ઢを多用したフィンόックを༗すۂ，࿈ଓフィンόック橋である。本橋のओܻஅ໘はؒܘ
る特的な 2 ࣨശܻஅ໘となっている。

本橋は，早期の開通を実現するため，ग़水期も施工可能なҠಈՍ設ܻを用いたுग़しՍ設工法が࠾用さ
れるなど，短工期施工をҙࣝした設計がなされていた。

本ߘでは，֤ 務原大橋上部工工事におけるՍ設工法に対する事લݕ౼や実施工の概要について報告する。
キーワードɿҠಈՍ設ܻ，ுग़しՍ設，短工期施工，Ҡಈ作業ं，フィンόック橋

1．はじめに

平成 16 年 11 月 1 日，旧֤務原市と旧川島町とが合
ซし，現在の֤務原市が生したのをܖ機に，྆地域
の市ຽ交流の֦大やपล道路のຫ性的なौ؇和を目
的にして，֤務原大橋をؚΉಹ加小ઢ（֤務原市上
戸町と川島小町を݁ぶ総Ԇ長 2.6 Lm）が֤務原
市を事業ओମとして，計ըされた。

橋梁形式をબ定するにあたり，֎部ҕһをؚめたݕ
౼ҕһ会が設ஔされた。このҕһ会によりఏ言された

「ી川という༤大なランドスέープを引き立て，そ
れとௐ和し，༥合するシンプルでૉな橋。また，渡
りΏく人々が水とを感͡ながら楽しくわたることが
できるような，าいてみたくなる橋」のキーϫードに
基づき，公開プϩϙーザルが実施された݁Ռ，「対話
する橋」をコンセプトとした PC10 ࿈ଓフィンؒܘ

όック橋がબ定された。
本橋は，ۂઢを多用したフィンόックを༗する特

的な 2 ࣨശܻஅ໘となっている。また，ҠಈՍ設ܻを
用いたுग़しՍ設工法が࠾用されるなど，短工期施工
をҙࣝした設計がなされていた。

本ߘでは，֤務原大橋上部工工事におけるՍ設工法
に対する事લݕ౼や実施工の概要について報告する。

2．橋梁概要

（1）工事概要
֤務原大橋は，一ڃՏ川のી川を渡る橋長 594 m

の PC10 ─࿈ଓフィンόック橋である。図ؒܘ 1 にશ
ମ一般図，図─ 2 にओܻஅ໘図，写真─ 1 にओܻஅ
໘をࣔす。また，工事概要を表─ 1 にࣔす。
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（2）本橋の特徴
（a）フィンόックを༗する特的なओܻஅ໘
本橋は，橋໘にಥきग़したフィンόックの؇やかな

ઢが，पғの山並みにௐ和したデザインになっていۂ
る。

ओܻஅ໘は，ۂઢを多用したフィンόックを༗する
特的な 2 ࣨശܻஅ໘であり，ं道部分は現場ଧちコ
ンクリート，า道部分は工場製作のϒラέット・PC
൘により構成されている。

า道部分は，ுग़しՍ設時にओܻと一ମ化されたϒ
ラέット上に，PC ൘をෑ設し，ؒ٧めコンクリート
により PC ൘とϒラέットを一ମ化させる構造となっ
ている。

（C）短工期施工
本橋のようにՏ川上に橋梁をՍ設する場合，非ग़水

期にԾ設ࢅ橋を構築し，下部工およびப頭部の成
後，֤ப頭部からҠಈ作業ंを用いてுग़しՍ設を行
うことが一般的であるが，本橋においては工期の短ॖ
を図るため，ग़水期でも施工可能なҠಈՍ設ܻを用い
たுग़しՍ設工法（図─ 3）が࠾用された。本工法は，
ҠಈՍ設ܻからݒਨされた型ஔで橋ମを構築する
ものであり，工事に必要なࢿ機ࡐの運ൖや工事関者
のҠಈを，すでに成した橋ମとҠಈՍ設ܻをܦ由し
て行うため，ܻ下からの作業を必要としないという特
がある。さらに，所定の工期内にऩめるため，P9
ுग़し施工部においては，Ҡಈ作業ंを用いたுग़し
Ս設工法により，ઌ行して施工を行った。

3．移動架設桁を用いた張出し架設

Ս設工法は，工期を短ॖするため，設計のஈ֊から
ҠಈՍ設ܻを用いたுग़しՍ設工法が࠾用されてい
た。設計では，ϘックスΨーダー式のՍ設ܻが計ըさ
れていたが，本工事ではトラス形式のՍ設ܻ（P�;
工法）を࠾用した。

（1）工期短縮に対する検討
ҠಈՍ設ܻを用いたுग़しՍ設においては，一方の

Տ؛からยԡしで施工していくため，܁りฦし行われ
るுग़しՍ設の基本サイクルを短ॖすることが課題で
あった。

本橋は，最大支ؒが 60 m の 10 ࿈ଓフィンόッؒܘ
ク橋であり，従来の P�; 工法では，小型ஔ（Ս設
ܻ長 80 m ఔ）を用いて，ுग़し施工とப頭部施工
を交ޓに実施する方法が一般的であった（図─ 4）。
しかしながら，この一般的な方法では所定の工期内に
ऩまらないため，本工事では工期短ॖを目的として，
大型ஔ（Ս設ܻ長 133 m）を用いて，ுग़し施工と
のப頭部施工をಉ時に行った。そのため，従来ؒܘ࣍
の P�; 工法で用いるுग़し用型ஔに加え，ப頭
部ઐ用の型ஔ 1 基を製作・用した（図─ 3）。
また，Ս設ܻの能ྗ（ۂ߅げϞーメント）に余༟の
ある大型ஔを࠾用することにより，Ս設ܻの支持Ս
台を橋脚（ப頭部）上に定ஔした状ଶでுग़しՍ設を
行うことを可能にした。

（2）装置荷重に対する検討
Ս設ܻは橋໘上に設ஔされた支持Ս台によって支持

される。そのため，総重ྔ 1000 t のஔՙ重が，
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工 事 名 （Ծশ）֤務原大橋上部工工事
工事場所 ෞ県֤務原市上中屋町ʙ川島小町　地内ذ
発  者 ֤務原市
施 工 者 清水・લ田特定建設工事ڞಉا業ମ
工 期 平成 22 年 7 月 2 日ʙ平成 25 年 3 月 25 日
橋 長 594.0 m
支 ؒ 長 54.9 m ʴ 8 ˏ 60.0 m ʴ 55.9 m
෯һ構成 ं道 7.5 ʙ 10.5 m　า道 3.0 ʙ 5.0 m
構造形式 PC10 ࿈ଓフィンόック橋ؒܘ

Ս設工法
ҠಈՍ設ܻを用いたுग़しՍ設工法
Ҡಈ作業ंを用いたுग़しՍ設工法
固定支保工式Ս設工法
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Ս台ྗとしてܻ高をえた 2 ࣨശܻஅ໘の橋ମに作
用することになるɽそこで，ա大な応ྗが橋ମに発
生しない施工ख順やஔの支持方法が課題となった。

P�; 工法では，ஔ自ମの重ྔに加え，ுग़しϒ
ϩックのコンクリート重ྔがՍ台ྗとして橋ମに作
用する。（1）でड़た支持Ս台をப頭部上に定ஔした
状ଶの΄かに，ஔશମをؒܘ࣍の施工ҐஔまでҠಈ
するࡍ（以下，ؒܘҠಈ時）のように，ப頭部以֎の
ओܻにՍ設ஔからのྗが作用する状ଶが生͡る。
この状ଶにおいても部ࡐ厚のബいスレンダーなओܻに
༗害なひびׂれを生͡させないݕ౼が必要であった。

また，本橋のओܻஅ໘は，ପԁ形の 2 ࣨശܻ（一
部֦෯部は 3 ࣨശܻ）でありフィンόックを༗してい
る。一般的なശܻஅ໘は，ۂげϞーメントに対しては
চ൛が，せんஅྗに対してはΣϒがओに߅し，耐
ՙ機構が明֬である。それに対し，本橋のஅ໘は部ࡐ
ごとのྗの伝ୡや分担がෳࡶなことに加え，Ͷ͡れを
ؚΉ 3 。元的なม形が༧された࣍

このため，骨組ղੳなどの؆ศなख法では発生応ྗ
およびม形のѲがࠔ難であるとஅし，施工ஈ֊を
考ྀした 3 元࣍ FEM ղੳを実施した。ղੳ݁Ռから
֤छ作用ՙ重に対するม形および応ྗ発生のメカχζ
ムを明らかにし，Ս設ख順やՙ重の載ՙҐஔのมߋ，
補強鉄ےの加などの対策を実施した。

（3）実施工
（a）Ս設ܻ・型ஔの組立
Ս設ܻ・型ஔの組立は，非ग़水期に A1 橋台എ

໘部，A1-P1 ؒ上流ଆ，P1-P2 ؒの 3 つの施工ヤード
で行った。組立શܠを写真─ 2 にࣔす。組立には

200 t クϩーラクレーンを 3 台用した。本工事で
用したՍ設ܻはશ長 133 m，総重ྔ 350 t であり，1
ϒϩック 10 m（ඪ४ϒϩック 23 t，ઌϒϩック
 37 t）の 13 ϒϩックに分けて地組・Ս設を行った。
（C）ओܻの施工
図─ 5 にҠಈՍ設ܻを用いたுग़しՍ設工法にお

けるؒܘごとのඪ४的な施工ख順をࣔす。ப頭部の施
工と並行してுग़し施工（1 ʙ 3#L）を行い，ྃ後，
後方型ஔを用してด合部の施工を行った。その
後，ؒܘҠಈを実施した。ுग़しՍ設状گを写真─ 3

にࣔす。
Ս設ܻは，レール上に設ஔされた後方台 （ं33 Ս台）

のਪ進ジャッキにより，ؒܘ࣍の施工ҐஔまでҠಈす
る。また，33 Ս台のՙ重がओܻஅ໘のচ൛支ؒ部に
直接作用しないように，レールの下にՙ重分ࢄ梁（鋼
製土ཹࡐ )400）を設ஔした（写真─ 4）。型ஔが
橋脚部を通աするࡍには，下部フレームをԣにスライ
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ドさせた（写真─ 5）。
（c）Ս設ܻ・型ஔのղମ
Ս設ܻ・型ஔのղମは，非ग़水期に P9-A2 ؒ

上流ଆおよび下流ଆの施工ヤードで行った。ղମには
200 t クϩーラクレーンおよび 100 t クϩーラクレーン
を֤ 1 台用した。ղମશܠを写真─ 6 にࣔす。

4．おわりに

本橋は，平成 25 年 3 月にແ事ॡ工し，3 月 24 日に
─した（写真࢝用を開ڙ 7）。開通の当日は，事業ओ
である֤務原市や地元関自治ମのट長をは͡め，多
くの地元住ຽが参加して，大な式యが行われた。ま
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た，工事期ؒ中にはԆ 2500 名を超えるݟ学者が๚
れるなど，目の非常に高い工事でもあった。今後，
ી川の原風ܠに༹け込んだ֤務原大橋が，֤務原市
の新たなシンϘルとなることをئう࣍第である。ま
た，本報告が今後のྨࣅ工事の参考になれば幸いであ
る。
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